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滋賀医科大学附属病院では、平成20年４月にリハビリテーション科を新設しました。
それまでのリハビリテーション部の機能の充実を図るため、理学療法士、作業療法士
などの増員を行い、より高度なリハビリテーション医療が行えるようになりました。
また、６月には回復期リハビリテーション病棟が開設され、急性期病棟からの転科・
転棟によって、回復期へのリハビリテーションの円滑な移行が可能になりました。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
開
設

高
度
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
で

早
期
社
会
復
帰
を
支
え
る

リハビリテーション科 准教授　今井　晋二

作
業
療
法
・
言
語
療
法
の
処
方
、
義
肢
・
装
具
の
作
製
に
た
ず
さ
わ
り
ま

す
。
充
分
な
診
断
・
評
価
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
合
っ
た

効
率
の
よ
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

専
門
分
野
及
び
特
に
高
度
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
で
き
る
領
域

１　

神
経
・
筋
疾
患
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

２　

リ
ウ
マ
チ
・
骨
関
節
疾
患
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

３　

脳
卒
中
・
脳
外
傷
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

４　

心
臓
術
後
・
循
環
器
疾
患
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

５　

ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

６　

人
工
内
耳
・
嚥
下
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

主
な
検
査

1　

足
圧
分
布
測
定
装
置
：
圧
力
を
感
知
す
る
シ
ー
ト
上
を
歩
行
し
、
歩

行
解
析
を
行
い
ま
す
。

2　

多
機
能
筋
力
測
定
装
置
：
各
筋
の
筋
力
を
測
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効

果
を
定
期
的
に
追
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3　

心
肺
運
動
負
荷
試
験
：
自
転
車
を
こ
い
で
頂
き
酸
素
消
費
、
二
酸
化

炭
素
排
出
を
測
定
し
、

安
全
な
運
動
強
度
を
求

め
ま
す
。

4　

標
準
失
語
症
検
査
：
失

語
の
型
、
重
症
度
を
評

価
し
ま
す
。

5　

日
常
生
活
評
価
：
Ａ
Ｄ

Ｌ
の
項
目
別
評
価
を
行

い
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果

を
判
定
し
ま
す
。

6　

経
頭
蓋
磁
気
刺
激
装

置
：
磁
気
刺
激
に
よ
る

脳
の
障
害
の
診
断
や
予

後
判
定
に
用
い
ま
す
。

高
度
医
療

1　

バ
イ
オ 

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
筋
電
計
を
導
入

し
、
神
経
・
筋
活
動
の

再
教
育
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

2　

高
度
変
形
に
対
す
る
人

工
関
節
置
換
術
や
リ
ビ

ジ
ョ
ン
人
工
関
節
置
換

術
術
後
に
対
す
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

3　

経
頭
蓋
磁
気
刺
激
装
置

を
導
入
し
、
脳
卒
中
後

の
手
の
麻
痺
や
半
側
空

間
無
視
に
対
し
、
脳
の
磁
気
刺
激
に
よ
る
診
断
や
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

4　

呼
気
ガ
ス
分
析
装
置
、
心
電
モ
ニ
タ
ー
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
に
よ
り
安

全
で
効
率
的
な
心
臓
リ
ハ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

5　

膝
関
節
・
肩
関
節
の
ス
ポ
ー
ツ
障
害
に
対
し
て
、
保
存
療
法
お
よ
び

鏡
視
下
手
術
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

6　

嚥
下
障
害
に
対
し
て
は
咽
頭
喉
頭
フ
ァ
イ
バ
ー
・
造
影
の
検
査
結
果

に
基
づ
い
て
、
当
院
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
N
S
T
）と
連
携

し
た
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

早
期
社
会
復
帰
、
再
発
防
止
に
有
効
な

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
な
る
疾
患
は
、
急
性
心
筋
梗

塞
、
心
不
全
な
ど
で
、
心
臓
血
管
外
科
術（
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
、
心
臓

弁
置
換
術
、
大
動
脈
置
換
術
な
ど
）後
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

手
術
の
前
に
病
棟
に
う
か
が
っ
て
、
運
動
対
応
能
力
や
手
術
の
内
容
を

検
討
し
、
通
常
、
手
術
翌
日
に
は
ベ
ッ
ド
で
の
座
位
、
翌
々
日
に
は
室
内

充
分
な
診
断
・
評
価
の
も
と
に

よ
り
専
門
的
で
高
度
な
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

　

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
救
命
・
治
癒
で
き
る
疾
患
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
よ
る
後
遺
症
や
慢
性
疾
患
の
た
め

に
、
ひ
と
り
で
思
う
よ
う
に
動
け
ず
、
日
常
生
活
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る

患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
転
倒

な
ど
を
き
っ
か
け
に
し
て
、〝
寝
た
き
り
〞と
な
る
患
者
さ
ん
の
数
も
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
で
は
、
従
来
の
臓
器
別
診

療
型
の
医
療
で
は
な
く
、
人
間
的
復
権
を
理
念
と
し
て
、
障
害
者
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
て
自
立
を
促
し
、
生
活
の
質（
Q
O
L
）を
高
め

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は
運
動
麻
痺
や
言
語
障
害
、
ス
ポ
ー
ツ

障
害
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
対
し
て
、
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
脳
血
管
疾
患
等
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
心
大
血
管
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
で
施
設
基

準
Ⅰ
の
認
定
を
得
て
、
よ
り
専
門
的
で
高
度
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
師
が
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
装
置
、
呼
気
ガ
ス
分
析
装
置
な
ど
の
物
理
医

学
的
診
断
法
を
用
い
な
が
ら
、
適
切
な
障
害
の
診
断
、
残
存
機
能
の
評
価
、

機
能
回
復
の
予
測
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
薬
の
処
方
や
、
運
動
療
法
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
准
教
授　

今
井　

晋
二
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リハビリテーション科を開設
高度なリハビリテーション医療で早期社会復帰を支える

歩
行
と
い
っ
た
早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
は
、
体
力
を
回
復
し
早
期
退
院
を

実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
狭
心
症
や
心
不
全
の
症
状
を
改
善
す
る
ほ
か
、

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
を
軽
減
し
、
冠
動
脈
の
再
狭
窄
や
心
筋
梗
塞
の
再

発
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

低
下
し
た
機
能
の
回
復
を
目
的
と
し
て
行
う
一
般
的
な
リ
ハ
ビ
リ
と
異

な
り
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
冠
動
脈
の
再
狭
窄
や
梗
塞
の

再
発
防
止
、
生
活
関
連
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）の
向
上
が
大
き
な
目
標
と

な
り
ま
す
。

　

当
科
で
は
呼
気
ガ
ス
分
析
装
置
と
心
電
モ
ニ
タ
ー
で
患
者
さ
ん
の
状
態

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
な
ど
を
使
用
し
て
、
安
全

に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

積
極
的
な
退
院
支
援
で
ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
移
行
を
実
現

　

高
齢
化
の
影
響
で
、
急
性
期
の
治
療
を
終
え
て
も
す
ぐ
に
自
宅
に
戻
れ

な
い
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
で
は
退
院
支
援
と
い
う
視
点
で
、
自
宅
に
戻
っ
た
時
に
問
題
に
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
入
浴
や
着
替
え
、
畳
か
ら
立
ち
上
が
る
動
作
な
ど
、
自
宅

で
の
生
活
を
想
定
し
た
日
常
生
活
動
作
の
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る
た
め
、退

院
後
の
生
活
を
い
か
に
安
心
し
て
送
れ
る
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て
、
ご

家
族
の
ほ
か
、
地
域
で
支
援
を
行
う
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
介
護
ス
タ
ッ

フ
、か
か
り
つ
け
医
な
ど
を
交
え
て
、カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
繰
り
返
し
行
っ

て
い
ま
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開
設
し
て
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と

退
院
支
援
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
入
院
か
ら
退
院
、
在
宅
ま

で
に
要
す
る
日
数
が
短
縮
さ
れ
、
在
宅
復
帰
率
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

F
I
M
と
い
う
自
立
度
評
価
法
で
み
て
も
、
回
復
期
病
棟
が
開
設
さ
れ

る
前
は
1
2
6
点
満
点
で
平
均
1
1
3.
5
点
と
自
立
度
が
低
く
、
他
の

医
療
機
関
療
養
型
病
床
な
ど
へ
の
転
院
が
多
か
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
今

年
度
は
平
均
1
2
0.
1
点
と
な
り
、
自
宅
療
法
が
可
能
な
状
態
で
退
院

す
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
障
害
自
体
を
軽
減
で
き
な
く
て
も
、
環
境
調
整
や
ご
家
族
へ
の

対
応
法
の
指
導
、
自
助
具
な
ど
外
的
補
助
手
段
の
活
用
、
退
院
前
訪
問
指

導
や
介
護
保
険
制
度
な
ど
の
紹
介
・
斡
旋
な
ど
の
在
宅
生
活
支
援
に
よ
っ

て
生
活
上
の
問
題
を
解
決
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
社
会
復
帰
や
在
宅
支
援
か
ら
、
疾
病
予
防
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

回復期病棟 転入 転出
例外を除く
転出患者数

在宅復帰 在宅復帰率

平成 20 年 11 月度 28 30 30 29 96.70%
平成 20 年 10 月度 31 33 28 27 96.40%
平成 20 年   ９月度 31 24 22 22 100.00%
平成 20 年   ８月度 26 35 34 33 97.10%
平成 20 年   ７月度 45 20 19 18 94.70%
平成 20 年   ６月度 29 9 7 6 85.70%
６カ月合計 140 135 96.40%

初回カンファ
レンス

中間カンファ
レンス

回復リハスタッフ
の延べ参加人数

６月 19 0 123
７月 41 4 212
８月 27 12 175
９月 23 14 165
10 月 33 14 212
11 月 26 3 169
合　計 169 回 57 回 1056 人

カンファレンス実施状況

在宅復帰率

2008.10.15 ～ 17

Bio Japan 2008に「日本発！次世代手術システム」を出展
10月15～17日にパシフィコ横浜で開催された「Bio Japan 2008」に、外科学講座から「日本発！
次世代手術システム」を出展し､下記のテーマについて、ポスター・試作品・パソコン・プロジェ
クターによる展示・説明を行いました。
１．生体ＭＲ透視による肝癌治療
２．標的自動追尾ロボットを用いた肝癌治療
３．ＭＲ対応内視鏡＆次世代鏡視下手術
４．次世代手術支援システム用マイクロ波手術器具

2008.11.30

第２回琵琶湖プライマリケア・リフレッシャーコースを開催
大津市のピアザ淡海で、プライマリケア医の生涯学習促進を目的としたワークショップを、昨
年に引き続いて開催しました。エネルギッシュな講演で有名な石岡・平本皮膚科医院長の平本 
力先生を講師に迎え、家庭医療学講座の三ッ浪 健一教授の司会・進行により、「皮膚疾患のプラ
イマリケア」と題して講演と実技指導が行われました。 馬場学長のほか、診療所の医師、病院の
研修医、学生合わせて58名の参加がありました。

2008.12.24

基礎実習棟の屋上に太陽光発電設備が完成
基礎実習棟の屋上に、最大7.5Kwの太陽光発電システムが増設されました。設置された太陽光発
電パネルは合計60枚、面積約80㎡で、発電量は一般家庭の使用電力の３戸程度。昨年度設置し
た最大2.5Kwの太陽光発電システムとあわせて、合計10Kwの設備が完成しました。発電された
電力は学内で使用する電力の一部に充てられます。本学では今後も施設面での地球環境保全に
関する取り組みを進めていく予定です。

2009.2.10

滋賀医科大学学外有識者会議を開催
６名の委員及び顧問の岡本道雄（財）日独文化研究所理事長にご出席をいただき、学外有識者会議が
開催されました。服部理事から教育・研究面について、柏木理事から病院・診療面について、村
山理事から経営等について、また脇坂理事から総務・人事等について、本学の活動状況の説明を
行いました。そして、日高敏隆議長の進行のもと、委員のみなさんからは、全人的医療の実践や
女性医師の支援、卒業生の確保、経営の効率化など、貴重なご意見や提言を多数いただきました。


